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観
点
の
趣
旨

コンピュータにおけ
るソフトウェアに興
味・関心をもち、Ｏ
Ｓをはじめとするい
ろいろな種類のソフ
トウェアについて学
習する意欲をもち、
実際にそれらのソフ
トウェアを活用しよ
うとする態度を身に
つけている。

コンピュータにおけ
るソフトウェアと
ハードウェアの役割
を認識し、問題解決
や処理のためにどの
ような OSやアプリ
ケーションソフト
ウェアを利用すれば
よいかを判断し、適
切なソフトウェアを
利用して処理を行え
る実践的な能力を身
につけている。

実際にコンピュータ
を利用し、ＯＳやア
プリケーションパッ
ケージのインストー
ルを行うことがで
き、ＯＳやアプリ
ケーションパッケー
ジの基本的な操作を
行える。また、ネッ
トワークの接続やセ
キュリティ管理な
ど、システムの基本
的な運用管理を行う
ことができる。

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

ソフトウェアを扱う
うえで必要なハード
ウェアに関する基礎
的な知識をもち、さ
まざまなOSやサービ
スプログラムやアプ
リケーションソフト
ウェアの特徴や働き
を理解し、目的とす
る処理を適切に行え
るソフトウェアを選
択し利用することが
できる能力を身につ
けている。

学習状況の観察
（興味、取組み）
復習テスト
ノート、演習
発表
自己評価・相互評価
等

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能

評
価
方
法

学習状況の観察
（興味、取組み）
復習テスト
ノート、演習
発表
自己評価・相互評価
等

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

現代生活に必要不可欠なコンピュータは、ハードウェアとソフトウェアから構成されています。
「コンピュータはソフトがなければただの箱」ともいわれるように、ソフトウェアの重要性は高
く、ソフトウェア技術では、オペレーティングシステム、ソフトウェアの操作・運用などを学び
ます。情報技術者試験などにも活用できます。

２　学習の到達目標

コンピュータを運用し、活用するために必要となるソフトウェア、オペレーティングシステムや
セキュリティに関する知識と技術を習得させ、実際に活用させる能力と態度を育てることであ
る。具体的には、オペレーティングシステムの機能と役割について理解させ、オペレーティング
システムのインストールおよび基礎的な運用と管理が行える。また、ソフトウェアパッケージの
基礎的な利用を行うことができ、情報に関する基本的な法規の目的と概要を知るとともに、基本
的なネットワークセキュリティとリスク管理が行える。

学習状況の観察
（興味、取組み）
復習テスト
ノート、演習
発表
自己評価・相互評価
等

学習状況の観察
（興味、取組み）
復習テスト
ノート、演習
発表
自己評価・相互評価
等

３　学習評価(評価規準と評価方法)

単位

副教材等

教科 工業 科目 ソフトウェア技術

学校番号 ３００４

令和 年度　工業科（電気系）

d:知識・理解

年次 年次

使用教科書 ソフトウェア技術　（実教出版）

単位数
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OSやアプリケーションのイン
ストールに興味をもち、学ぶ
態度は真剣である。
小規模ネットワークのしく
み、セキュリティ管理の重要
性について思考し、説明でき
る。
サーバ、クライアントからな
る小規模ネットワークを構築
できる技能をもつ。
ネットワークの構成、セキュ
リティ、OSの導入と操作・運
用にあたっての保守・管理な
どの知識をもつ。

情報セキュリティの重要性と
技術について関心をもち、学
ぶ態度は真剣である。
信頼性の向上と安全対策のた
めの、情報セキュリティ技術
および情報に関する法律や規
格の意義について思考し、説
明できる。
パーソナルコンピュータや小
規模ネットワークのセキュリ
ティ管理の技能をもつ。
セキュリティ技術や情報に関
する法律の知識をもつ。

学習状況の観察
（ 興 味 、 取 組
み）
復習テスト
ノート、演習
発表
自己評価・相互
評価等
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情
報
セ
キ
ュ
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テ
ィ

情 報 セ キ ュ リ
ティの基礎
情 報 セ キ ュ リ
ティ技術
情報に関する法
規
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○
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学習状況の観察
（ 興 味 、 取 組
み）
復習テスト
ノート、演習
発表
自己評価・相互
評価等
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ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
管
理

ソフトウェアの
重要性
ソフトウェアの
分類
コンピュータシ
ステムの処理形
態

○

○

○

○

○

○

OSの概要
OSの機能

○

インストールと
環境整備
小 規 模 ネ ッ ト
ワークの編成
セキュリティ管
理
障害管理

○

○

○

学習状況の観察
（ 興 味 、 取 組
み）
復習テスト
ノート、演習
発表
自己評価・相互
評価等

汎 用 機 やパ ーソ ナル コン
ピュータのOSについて興味を
もち、学ぶ態度は真剣であ
る。
汎 用 機 やパ ーソ ナル コン
ピュータのOSの違いや、OSの
機能の詳細について思考し、
説明できる。
適切な OSの選択、設定、運
用、保守管理の技能をもつ。
OSの働きおよび目的やその構
成、OSの中核である制御プロ
グラムの働きについての知識
をもつ。

学習状況の観察
（ 興 味 、 取 組
み）
復習テスト
ノート、演習
発表
自己評価・相互
評価等

○

○
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ソフトウェアの重要性、ソフ
トウェアの分類、コンピュー
タシステムの処理形態に関心
をもち、学ぶ態度は真剣であ
る。
ソフトウェアの重要性、ソフ
トウェアの分類、コンピュー
タシステムの処理形態につい
て思考し、説明できる。
コンピュータシステムに適切
なソフトウェアを選択して、
設定・運用などができる。
ソフトウェアの概念とその基
礎的な事柄・役割・機能、ソ
フトウェアの違いによる位置
づけの知識をもつ。

評価方法

４　学習の活動

学
 
期

単元（題材）の評価規準
単
元
名

学習内容
主な評価の観点



・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単
元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○
を付けている。◎は、その中でも特に重点的に評価を行う観点である。

※表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・
理解

○

※年間指導計画（例）作成上の留意点

○

○

情報セキュリティの重要性と
技術について関心をもち、学
ぶ態度は真剣である。
信頼性の向上と安全対策のた
めの、情報セキュリティ技術
および情報に関する法律や規
格の意義について思考し、説
明できる。
パーソナルコンピュータや小
規模ネットワークのセキュリ
ティ管理の技能をもつ。
セキュリティ技術や情報に関
する法律の知識をもつ。

学習状況の観察
（ 興 味 、 取 組
み）
復習テスト
ノート、演習
発表
自己評価・相互
評価等
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c:

d:
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情 報 セ キ ュ リ
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情 報 セ キ ュ リ
ティ技術
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